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被災地を支援します
Ｈ29年度八女市職員採用試験案内
子どもの貧困対策推進計画を策定
八女よかとこめぐりバスツアー

被
災
地
へ
！　７月５日から６日にかけての記録的な

豪雨で、朝倉市・東峰村・日田市では甚
大な被害が発生しました。朝倉市・東峰
村を支援するために、八女市では救援物
資を届け、職員の派遣などを行っていま
す。犠牲となられた方々のご冥福をお祈
りするとともに、被災された皆さまへ心
からお見舞い申し上げます。

八女市からの支援物資を受け取る東峰村の消防団員

東峰村に寄せられた支援物資

朝倉市で応急給水支援をする職員への激励 朝倉市の避難所へ派遣される職員の出発式

 



2　2017.8.1　広報八女

義
援
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す

1日も早い復旧・復興を願い
被災地を支援します。

　

７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、朝
倉
市
、

東
峰
村
お
よ
び
大
分
県
日
田
市
を
中
心
に
発

生
し
た
大
雨
に
よ
り
多
く
の
住
民
の
方
々
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
を
経
験
し
た
八
女
市
と
し
て
、
義

援
金
を
届
け
ま
す
。
各
施
設
の
窓
口
に
募
金

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。
募
金
箱
の

設
置
場
所
は
、
市
庁
舎
、
各
支
所
、
市
の
施

設
の
38
か
所
で
８
月
末
ま
で
受
付
け
を
行

い
、
被
災
地
へ
お
届
け
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
７
月
７
日
㈮
】

▽
本
庁
、
各
支
所
、
市
有
施

設
な
ど
38
か
所
で
義
援
金
の

受
付
開
始

▽
朝
倉
市
へ
物
資
支
援
と
し

て
非
常
食
１
２
６
８
食
（
缶

入
り
パ
ン
、
レ
ト
ル
ト
梅
粥
）

搬
送
。

▽
７
月
７
日
～
14
日
、
避
難

所
運
営
へ
各
２
人
を
朝
倉
市

へ
派
遣

【
７
月
８
日
㈯
】

▽
八
女
市
か
ら
東
峰
村
へ
支

援
物
資
（
ト
ラ
ッ
ク
１
台
、

ワ
ゴ
ン
車
１
台
）
を
搬
送
。

缶
詰
パ
ン
、
レ
ト
ル
ト
パ
ッ

ク
（
五
目
ご
飯
）、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ッ

シ
ュ
、
長
靴
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
、
カ
ッ
パ
、
シ
ャ
ツ
、
子

ど
も
用
オ
ム
ツ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

高
齢
者
用
シ
ャ
ツ

【
７
月
11
日
㈫
～
当
分
の
間
】

　

八
女
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
東
峰
村
へ
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上

げ
の
た
め
７
月
11
日
に
職
員

を
２
人
、
12
日
か
ら
運
営
の

た
め
に
職
員
を
５
人
派
遣
し

て
い
ま
す
。

【
７
月
13
日
㈭
～
当
分
の
間
】

　

朝
倉
市
で
は
、
杷
木
浄
水

場
が
水
没
す
る
被
害
が
発
生

し
、
市
内
の
多
く
の
世
帯
が

断
水
す
る
な
ど
、
飲
料
水
や

生
活
用
水
の
供
給
に
支
障
が

出
て
い
ま
す
。

　

八
女
市
は
、
日
本
水
道
協

会
福
岡
支
部
か
ら
要
請
を
受

け
、
被
災
地
へ
職
員
を
派
遣

し
、
応
急
給
水
支
援
を
行
い

ま
し
た
。 

派
遣
さ
れ
た
職
員

は
、
朝
倉
市
杷
木
町
の
小
学

校
や
公
共
施
設
に
お
い
て
、

給
水
タ
ン
ク
か
ら
給
水
袋
へ

の
袋
詰
め
や
被
災
さ
れ
た
方

へ
の
給
水
袋
の
配
付
、
消
火

栓
か
ら
給
水
車
へ
の
注
水
等

の
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

【
７
月
19
日
㈬
～
21
日
㈮
】

▽
保
健
師
各
２
人
を
３
日
間

朝
倉
市
へ
派
遣
▽
罹
災
証
明

受
付
業
務
で
職
員
各
２
人
を

３
日
間
朝
倉
市
へ
派
遣

【災害ボランティアに参加した人の声】
流木と土砂の量が想像を超える被
害状況に、言葉を失った。朝倉に
はたくさんのボランティアが詰めか
けているが、今後も多方面から息
の長い支援が必要だと感じた。被
災地の皆さんも、遠慮せずにどう
いう支援がほしいなどの声を上げて
もらいたい。1日も早い被災地の復
旧・復興のために力を尽くしたい。 まちの中にも土砂が体積している 家屋に入った土砂を片付けるボランティア

八
女
市
の
支
援
状
況
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試験区分 採用予定人数 職務の内容 受験資格
一般事務Ａ

（大学卒業程度） あわせ
て13人
程度

一般行政事務等
に従事

昭和63年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた人

一般事務Ｂ
（高校卒業程度）

平成4年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人
（ただし、大学での在学期間が2年を超える人を除く）

一般事務Ｃ
（障害者対象） １人

一般行政事務等
に従事

昭和63年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人で、身体障
害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳（１級～６級）または精神
保健および精神障害者福祉に関する法律第45条に定める精神障害者保
健福祉手帳の交付を受け、介助者なしで通勤および職務の遂行が可能で
あり、活字印刷文による出題および口頭による面接試験に対応できる人。

一般事務Ｄ
（ＵＩターン定住枠）

4人
程度

一般行政事務等へ
の従事を基本とす
るが、職歴、保有
する資格等を考慮
し、専門的業務に
配属となることが
ある

次のすべての要件を満たす人①昭和55年4月2日から平成4年4月1日ま
でに生まれた人②平成29年7月1日の１か月以上前から八女市外に在
住している人で、採用後、八女市内に定住できる人③平成29年7月1日現
在で、民間企業等における職務経験を３年以上有する人
注１「民間企業等における職務経験」とは、会社員、団体職員、公務員等として、
週30時間以上の勤務を１年以上継続して就業した期間が該当します。
注２　職務経験が複数ある場合は、その期間を通算します。ただし、同一期間内
に複数の職務に従事した期間は、いずれか１つのものに限り通算します。
注３　最終合格後、職務経験期間の確認のため、職歴証明書を提出していただ
きます。職務が確認できない場合は、合格を取り消します。

土木技術 2人
程度

土木に関する計画・設
計・施工・維持管理
および一般行政事務
等の業務に従事

昭和63年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人で、土木に関する専門
課程を修了した人（平成30年3月末までに修了見込の人を含む）または土木
に関する職務等に１年以上の勤務経験がある人。

保育士 2人
程度

保育・子育て支援
等の業務に従事

昭和58年4月2日以降に生まれた人で、保育士の資格免許を有する人。（平成
30年3月末までに資格取得見込の人を含む）

◦試験区分・受験資格など

平
成
29
年
度
八
女
市
職
員
採
用
試
験
案
内

◦
第
１
次
試
験
日

９
月
17
日
㈰ 

10
時
～

◦
申
込
受
付
期
間

８
月
21
日
㈪
ま
で

◦
募
集
職
種
と
採
用
予
定
人
数

▽
一
般
事
務
Ａ（
大
学
卒
業
程
度
）

▽
一
般
事
務
Ｂ（
高
校
卒
業
程
度
） 

▽
一
般
事
務
Ｃ（
障
害
者
対
象
）

▽
一
般
事
務
Ｄ（
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
定
住
枠
）

▽
土
木
技
術  

2
人
程
度

▽ 
保
育
士　
2
人
程
度

求
む
！

新
鮮
力

◦
第
１
次
試
験
日

９
月
17
日
㈰　

10
時
～

◦
試
験
会
場

福
島
中
学
校
（
八
女
市
本
村
４
３

０
番
地
）

※
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数
・

受
験
資
格
は
下
の
表
を
参
照
。

◦
試
験
科
目

▽
一
般
事
務
Ａ

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）、
専

門
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

▽
一
般
事
務
Ｂ

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）、
職

場
適
応
性
検
査

▽
一
般
事
務
Ｃ

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）、
職

場
適
応
性
検
査

▽
一
般
事
務
Ｄ

社
会
人
基
礎
試
験
（
職
務
基
礎
力

試
験
、
職
場
適
応
性
検
査
）

▽
土
木
技
術

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）、
専

門
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

▽
保
育
士

教
養
試
験
（
短
大
卒
業
程
度
）、
専

門
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

※
第
２
次
・
第
３
次
試
験
に
つ
い
て

は
、
試
験
案
内
に
記
載
し
て
い
ま

す
。

◦
試
験
案
内
請
求
お
よ
び
願
書
提

出
先

〒
８
３
４

－８
５
８
５ 

八
女
市
本
町

６
４
７
番
地 

八
女
市
役
所
総
務
部

人
事
課
人
事
係

※
試
験
案
内
は
市
役
所
で
配
布
し

ま
す
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
試
験
案
内
を
請
求
さ
れ
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、「
採
用
試

験
案
内
請
求
（
試
験
区
分
を
必
ず

記
入
）」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
形
２

号
、角
形
20
号
ま
た
は
角
形
Ａ
４
号
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間

８
月
21
日
㈪
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）
の
８
時
30
分
～
17

時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
21
日
㈪

ま
で
に
必
着
し
書
類
に
不
備
の
な

い
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ

人
事
課
人
事
係（
☎
２
３・２
１
２
９
）

13
人
程
度

}

１ 　
人

※一般事務Ａ～Ｄは、受験資格を区分するものであって、採用後の処遇などに差をつけるものではありません。

４
人
程
度

未
来
の
八
女
市
の
た
め
に

一
緒
に
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
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市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
「
子

ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
策
定

委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
こ
の
問

題
の
現
状
の
調
査
、
分
析
を
行
い

な
が
ら
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
回
は
計
画
の
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

八
女
市
で
は
、
子
ど
も
の
将

来
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
ま
た
、
貧
困
が
世
代
を
超

え
て
連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

子
ど
も
た
ち
の
成
育
環
境
の
整
備

や
教
育
を
受
け
る
機
会
、
生
活
の

支
援
、保
護
者
の
就
労
支
援
な
ど
、

本
市
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
八

女
市
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

　
本
計
画
に
お
い
て「
貧
困
」と
は
、

国
・
地
域
の
生
活
レ
ベル
と
は
無
関

係
に
、
そ
の
日
食
べ
る
も
の
に
も
困

り
衣
服
や
住
居
も
満
足
な
も
の
で

は
な
い
「
絶
対
的
」
貧
困
世
帯
に

加
え
、そ
の
人
が
住
ん
で
い
る
社
会
、

時
代
に
お
い
て
、
通
常
行
わ
れ
る

習
慣
や
行
為
が
経
済
的
な
理
由
か

ら
行
え
な
い
「
相
対
的
」
貧
困
世

帯
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
第

４
条
お
よ
び
国
が
策
定
し
た
「
子

供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」、

福
岡
県
が
策
定
し
た
「
福
岡
県
子

ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」
を

勘
案
し
た
も
の
で
す
。
同
時
に
、

第
４
次
八
女
市
総
合
計
画
を
上
位

計
画
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
策
定
さ

れ
た
「
八
女
市
地
域
福
祉
計
画
」

「
八
女
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
等
関
連
計
画
と
整
合
を

図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
に
資
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

示
す
と
と
も
に
、
貧
困
の
状
況
に

あ
る
子
ど
も
や
家
庭
に
必
要
な
支

援
体
制
の
構
築
を
図
る
も
の
で
す
。

 　

計
画
の
期
間
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
の
5
年
間
で
す
。
な
お
、

法
・
大
綱
の
見
直
し
の
動
向
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
各
施
策
の
実

施
状
況
お
よ
び
成
果
を
見
極
め
た

上
で
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
を
見

直
し
ま
す
。

「
や
め
っ
こ
」み
ん
な
が
夢
を
描
き
、

実
現
で
き
る
ま
ち

　
次
の
5
つ
の
基
本
施
策
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

①
支
援
体
制
の
構
築
②
教
育
の

支
援
③
生
活
の
支
援
④
保
護
者

に
対
す
る
就
労
の
支
援
⑤
経
済
的

支
援

　
こ
の
計
画
は
、
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
計
画
期
間

▼
貧
困
に
つ
い
て

▼
計
画
策
定
の
趣
旨

▼
計
画
の
位
置
づ
け

▼
基
本
理
念

▼
基
本
施
策

「
や
めっこ
」
み
ん
な
が
夢
を

描
き
、
実
現
で
き
る
ま
ち
に

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

日本は子どもの６人に１人が貧困？支
援って何をすればいいの･･･？地域の
子どもを育てるってどんなこと？
◦講師＝青砥恭さん

（明治大学講師　ＮＰＯ法人さいたま
ユースサポートネット代表）
◦日時＝８月18日㈮ 18 時 30 分開場
　19 時開演
◦会場＝おりなす八女はちひめホール
◦主催・問い合わせ＝チャイルドサ
ポートネットワーク　下川京子さん

（☎０９０・３０７３・８２１２）

【問い合わせ】
子育て支援課
こども家庭係

（☎ 23・1351）

「子どもの貧困と支援」
講演会を開催します

【市民との協働によるまちづくり提案事業】
八
女
市
内
の
「
子
ど
も
食
堂
」
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
八
女
市
内
で
は
、
次
の
４
か
所

で
「
子
ど
も
食
堂
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

八
女
こ
ど
も
食
堂
さ
り
げ
な
く

◦
代
表
者
＝
甲
木
真
由
美
さ
ん

(

☎
２
2
・
５
５
０
７
）

◦
実
施
＝
毎
週
土
曜
日
11
時
～
14

時（
さ
り
げ
な
く
※
土
橋
市
場
内
）

土
曜
ク
ラ
ブ

◦
代
表
者
＝
下
川
京
子
さ
ん

(

☎
０
９
０
・
３
０
７
３
・
８
２
１
２
）

◦
実
施
＝
毎
週
土
曜
日
11
時
～
15

時
（
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
※
学

習
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
）

子
ど
も
食
堂
た
ち
ば
な

◦
代
表
者
＝
伊
藤
玲
子
さ
ん

(

☎
０
９
０
・
４
７
７
２
・
２
８
２
５
）

◦
実
施
＝
毎
月
最
終
土
曜
日
11
時

30
分
～
13
時
30
分
（
八
女
市
働

く
女
性
の
家
）

か
た
ら
ん
ね

◦
代
表
者
＝
國
武
稲
子
さ
ん

(

☎
０
９
０
・
９
４
０
７
・
９
８
８
４
）

◦
実
施
＝
毎
月
第
2
・
4
土
曜
日

10
時
～
15
時
（
ひ
ま
わ
り
園
）

笑顔の子どもたち
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平成 27 年度地域づくり提案
事業「八女の昔ながらの味噌
づくりやこんにゃく作りを伝承
するプロジェクト」

（NPO 法人辺春地域振興会
議）

【
一
般
の
部
】

⃝

ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
）

①
白
山
裕
貴
・
井
上
翔
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）

②
松
尾
博
文・花
田
健
治（
筑
後
ク
ラ
ブ
）

③
松
﨑
義
明・近
見
賢
二
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）、

田
中
智
彦
・
西
田
和
樹
（
Ｈ
Ｋ
Ｃ
）

⃝

ダ
ブ
ル
ス
（
女
子
）

①
岩
尾
昌
子
・
田
中
貴
代
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）

②
江
口
彩
・
金
子
里
菜
（
八
女
高
校
）

⃝

シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
）

①
野
中
雅
志
（
八
女
高
校
）
②
白
山
裕

貴（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）③
田
中
智
彦（
Ｈ
Ｋ
Ｃ
）、

山
本
悠
人
（
八
女
農
業
）

⃝

シ
ン
グ
ル
ス
（
女
子
）

①
田
中
貴
代
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）
②
江
口
彩

（
八
女
高
校
）③
加
藤
杏
菜（
八
女
高
校
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
（
50
～
65
歳
）】

⃝

ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
）

①
大
隈
利
幸
・
松
﨑
英
二
（
サ
ウ
ス
ク

ラ
ブ
）
②
牧
口
健
次
郎
・
宮
﨑
啓
光
（
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
）
③
宮
原
浩
二
・
石
橋
正
一

（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）、
宮
川
和
弘
・
吉
田
信

治
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）

⃝
ダ
ブ
ル
ス
（
女
子
）

①
酒
井
美
都
子
・
横
溝
恵
美
子
（
筑
後

ク
ラ
ブ
）
②
加
藤
直
子
・
川
島
み
ず
や

（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）
③
小
川
和
子
・
竹
村

千
恵
子（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）、松
本
み
や
子・

池
上
由
恵
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）

⃝

シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
）

①
松
尾
博
文
（
筑
後
ク
ラ
ブ
）
②
花
田

健
治（
筑
後
ク
ラ
ブ
）③
牧
口
健
次
郎（
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
）、
大
隈
利
幸
（
サ
ウ
ス
ク

ラ
ブ
）

⃝

シ
ン
グ
ル
ス
（
女
子
）

①
横
溝
恵
美
子
（
筑
後
ク
ラ
ブ
）
②
川

島
み
ず
や
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）
③
酒
井

美
都
子
（
筑
後
ク
ラ
ブ
）、小
川
和
子
（
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部（
66
歳
以
上
）】

⃝

ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
）

①
川
島
忠
孝
・
才
所
勝
（
川
瀬
ク
ラ
ブ
）

②
下
川
紘
一
・
鴫
山
康
弘
（
黒
木
ピ
ン
ポ

ン
）
③
梅
野
清
日
出
・
森
田
宣
昭
（
黒

木
ピ
ン
ポ
ン
）、西
江
九
州
男・丸
山
貴（
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
）

⃝

ダ
ブ
ル
ス
（
女
子
）

①
穴
見
ミ
ヨ
子
・
大
塚
清
子
（
黒
木
ピ

ン
ポ
ン
）②
原
ち
づ
子・三
角
真
佐
子（
立

花
ピ
ン
ポ
ン
）
③
深
町
鈴
枝
・
井
上
邦

子
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）、
田
中
常
子
・
梅

野
美
智
子
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）

⃝

シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
）

①
才
所
勝
（
川
瀬
ク
ラ
ブ
）
②
下
川
紘

一
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）
③
平
田
清
春
（
上

陽
卓
愛
）、
石
橋
正
一
（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）

⃝

シ
ン
グ
ル
ス
（
女
子
）

①
大
塚
清
子
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）
②
井

上
美
幸
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）
③
田
中
常

子
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）、小
川
チ
エ
子
（
黒

木
ピ
ン
ポ
ン
）

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
地
域

再
生
・
活
性
化
の
推
進
を
目
的
と
し

た
企
画
提
案
を
地
域
団
体
か
ら
募
集

し
ま
す
。
審
査
の
上
、
地
域
づ
く
り
に

寄
与
す
る
と
判
断
さ
れ
た
提
案
に
は

「
地
域
づ
く
り
提
案
事
業
助
成
金
」
を

交
付
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⃝

活
動
期
間
＝
平
成
30
年
４
月
～
平

成
31
年
3
月

⃝

対
象
団
体
＝
校
区
（
地
区
）
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
お
よ
び
そ
の
下
部
組
織

等

⃝

対
象
と
な
る
活
動
（
事
業
）

①
地
域
振
興
計
画
の
更
新

②
共
同
生
活
の
維
持
お
よ
び
住
環
境

の
整
備
、
景
観
等
の
保
全

③
地
域
振
興
活
動
、
地
域
活
性
化
活

動④
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
活
動

⑤
人
材
育
成
事
業

⃝

助
成
金
の
額
＝
対
象
と
な
る
活
動

①
は
最
高
30
万
円
、
②
③
の
ハ
ー
ド

事
業
（
土
木
工
事
を
伴
う
も
の
な
ど
）

は
最
高
１
０
０
万
円
、
②
～
⑤
の
ソ

フ
ト
事
業
は
最
高
50
万
円
。
た
だ
し
、

備
品
を
購
入
す
る
場
合
や
、
看
板
作

成
な
ど
事
業
の
一
部
を
外
注
す
る
場
合

に
は
、助
成
限
度
額
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
採
択
と
な

り
ま
す
。

⃝

募
集
期
間
＝
９
月
１
日
㈮
～
29
日

㈮※
選
考
会
議
を
10
月
17
日
㈫
に
行
う

予
定
で
す
。

⃝

応
募
方
法
＝
地
域
づ
く
り
企
画
提

案
書
を
作
成
し
左
記
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
案
書
の
様
式
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
ほ
か
、
本
庁
・
各
支
所
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

⃝

提
出
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
地
域
振
興
課
（
☎
２
３・１
２
２
４
）

▽
黒
木
支
所
総
務
課
（
☎
４
２
・
１
１

１
１
）▽
立
花
支
所
総
務
課（
☎
２
３・

５
１
４
３
）
▽
上
陽
支
所
総
務
課
（
☎

５
４
・
２
２
１
１
）
▽
矢
部
支
所
総
務

課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支

所
総
務
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

地域づくり提案事業を募集しますＨ30年度
実施事業

第
８
回
八
女
市

夏
季
卓
球
大
会

⃝

７
月
２
日
㈰
⃝
八
女
市
総

合
体
育
館
⃝
八
女
市
体
育
協

会
卓
球
部
主
催
（
敬
称
略
）
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提
灯
の
柔
ら
か
な
演
出
を
す

る
、手
す
き
和
紙
体
験
を
し
、

公
演
さ
れ
る
燈
籠
人
形
を
わ
か
り

や
す
く
八
女
人
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま

す
。
そ
し
て
町
外
れ
の
賑
わ
う
昭
和

レ
ト
ロ
な
土
橋
市
場
を
散
策
後
、
三

味
線
や
お
囃
子
の
懐
か
し
い
音
に
引

き
寄
せ
ら
れ
な
が
ら
、
か
ら
く
り
人

形
の
世
界
を
楽
し
み
ま
す
。

⃝

実
施
日
＝
９
月
22
日
㈮

⃝

申
込
締
切
日
＝
８
月
28
日
㈪

⃝

抽
選
日
＝
８
月
29
日
㈫

⃝

ツ
ア
ー
料
金
＝
３
０
０
０
円

（
体
験
料
・
食
事
代
・
保
険
料
含
む
）

⃝

募
集
定
員
＝
20
人

ツアー予定日 乗降場所 行き先

9 月 22 日㈮
～古き良き時間
を燈す～

・矢部支所駐車場

・黒木支所正面玄関

・手すき和紙資料館（うちわ
づくり体験）
・15 時～燈籠人形観賞他
【ランチ】旬彩割烹 なかむら

11月18日㈯
～ゆったりと流
れる矢部文化
を楽しむ～

・茶のくに観光案内所
・旧上陽町保健セン
ター前　
・黒木支所正面玄関

・八女矢部まつり
・八女津媛浮立他
【ランチ】杣人の家

11月19日㈰
～黒木に染ま
る一日～

・茶のくに観光案内所
　

・立花支所正面玄関

・笠原「だっでん祭」
・げんき館おおぶち
　（草木染め体験）

【ランチ】計画中

「
八
女
よ
か
と
こ
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」の
予
約
受
付
し
ま
す
！

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
予
約
申
込
用
紙
設
置
場
所
は
、
茶
の
く
に
観
光
案
内

所
、
各
支
所
、
本
庁
。
申
込
方
法
は
、フ
ァ
ク
ス
の
み
と
な
り
ま
す
。

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
し
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
ご
参
加

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
込
み
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

▼前期ツアー　※後期ツアーは10月に掲載予定です

※ツアー内容は、都合により変更する場合があります。

古
き
良
き
時
間
を
燈
す

【行程表】　
８時 45 分 矢部支所出発
9 時 35 分 黒木支所出発
　八女手すき和紙資料館（うちわづくり
   体験） ／ 八女民俗資料館／八女伝統
   工芸館／八女観光物産館ときめき／
　土橋市場散策
＜ランチ＝旬彩割烹なかむら＞
15 時  八女福島の燈籠人形公演観賞
16 時 20 分  黒木支所着
17 時　矢部支所着

【申込・問い合わせ】
一般財団法人ＦＭ八女 観光事業部

（福岡県知事登録第３－７７２号）
☎２２・６６４４／N２２・７３１１

お
待
た
せ
し
ま
し
た
　
八
女
市
に
お
住
ま
い
の
方
限
定
企
画

八
女
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
め
ぐ
る
、
1
日
満
喫
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
全
ツ
ア
ー
と
も
料

金
は
３
千
円
。
左
表
の
日
程
順
に
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！  

ま
ず
は
第
1
弾
９
月
22
日
㈮
分
を
募
集
し
ま
す
。

八
女
の
よ
か
と
こ
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
第
１
弾  

募
集
！

　

矢
部
村
の
奥
日
向
神
キ
ャ
ン

プ
場
で
６
月
29
日
㈭
、
７
月
か
ら

の
キ
ャ
ン
プ
場
営
業
の
安
全
を
願

い
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
奥
日
向
神
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

蹴け
ほ
ぎ洞
岩
・
黒
岩
・
天
戸
岩
な
ど
の

奇
岩
に
囲
ま
れ
、
ま
る
で
水
墨
画

の
世
界
に
い
る
よ
う
な
雄
大
な
自

然
の
中
に
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、

恋
愛
成
就
の
ハ
ー
ト
岩
で
特
に
注

目
さ
れ
て
い
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。
今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ

る
夏
。
川
遊
び
や
魚
釣
り
な
ど
、

涼
し
い
矢
部
村
で
遊
ん
で
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

【
期
間
】
７
月
～
９
月
ま
で

【
バ
ン
ガ
ロ
ー
料
金
】
▽
８
人
用

５
千
５
百
円
～
９
千
円
▽
15
人

用
１
万
１
千
円
～
１
万
４
千
円
▽

40
人
用
２
万
１
千
円

【
問
い
合
わ
せ
】（
要
予
約
）
八
女

市
商
工
会
矢
部
支
所
（
☎
４
７
・

２
２
１
６
）

奥日向神キャンプ場
オープンしました

募集中！
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自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
筑

後
地
区
隊
八
女
地
域
事
務
所
が
、

杉
町
か
ら
福
岡
法
務
局
八
女
支
局

庁
舎
（
稲
富
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

同
事
務
所
の
甲
斐
田
剛
所
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
質
問
１
】　

八
女
事
務
所
で
は
ど

う
い
う
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
か
。

【
答
え
】　
主
に
自
衛
官
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
や
自
治
体

に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
部
隊
研
修
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
体
験
搭
乗
、
自
衛
隊
音
楽
隊

が
行
う
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
ご
案
内
、

ま
た
募
集
相
談
員
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
ポ
ス
タ
ー
掲
示

や
チ
ラ
シ
の
配
付
を
し
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
家
族
会
な
ど
の
協
力
団

体
と
連
携
し
た
り
、
市
主
催
の
入

隊
・
入
校
予
定
者
の
激
励
会
支
援

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
質
問
２
】　

今
年
も
自
衛
官
募
集

は
行
わ
れ
ま
す
か
。

【
答
え
】　
行
っ
て
い
ま
す
。
主
に

18
歳
か
ら
26
歳
ま
で
の
人
を
対
象

に
募
集
し
て
い
ま
す
。
7
月
1
日

か
ら
は
、
来
春
3
月
卒
業
予
定
の

高
校
生
に
対
し
て
自
衛
隊
採
用
試

験
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
女
性

の
自
衛
官
も
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
質
問
3
】　

自
衛
官
に
な
る
た
め

の
試
験
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
答
え
】　

毎
年
、
10
人
位
が
八

女
市
か
ら
自
衛
官
に
な
ら
れ
て
い

ま
す
。
採
用
試
験
に
は
8
種
類
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
試
験

科
目
も
異
な
り
ま
す
。
八
女
事
務

所
に
来
て
い
た
だ
け
た
ら
い
ろ
い

ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
ま
す
の

で
、
自
衛
隊
に
入
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
方
、
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

事
務
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
八
女
地
域
事
務
所

が
法
務
局
八
女
支
局
庁
舎
に
移
転
し
ま
し
た

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

筑
後
地
区
隊
八
女
地
域
事
務
所

◦
住
所
＝
稲
富
１
２
７
番
地

（
☎
２
４・５
１
９
２
）

　
暑
い
夏
は
水
の
レ
ジ
ャ
ー
が
楽

し
い
季
節
で
す
。
水
の
事
故
を
防

ぎ
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

◦
河
川
＝
▼
水
深
が
急
に
深
く

な
っ
た
り
、流
れ
が
急
に
速
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意

す
る
。
▼
気
象
状
況
や
川
の
状
態

を
確
認
す
る
。

◦
池
＝
▼
魚
や
虫
を
取
り
に
行
っ

て
、
誤
っ
て
落
ち
る
こ
と
が
あ
る

の
で
気
を
つ
け
る
。
▼
た
め
池
は
、

す
り
鉢
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
泥
で
滑
っ
て
吸
い
込
ま
れ

る
よ
う
に
深
み
に
は
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
近
づ
か
な
い
。

◦
プ
ー
ル
＝
▼
循
環
口
に
近
づ
い

た
り
、
危
険
な
飛
び
込
み
を
し
た

り
し
な
い
。
▼
プ
ー
ル
サ
イ
ド
な

ど
滑
り
や
す
い
と
こ
ろ
を
走
ら
な

い
。

※
水
辺
で
は
子

ど
も
か
ら
目
を

離
さ
ず
、
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
す
る
等
、

細
心
の
注
意
を

払
い
ま
し
ょ
う
。

水
の
事
故
に
は
要
注
意
！
八
女
消
防
本
部

（
２
４・０
１
１
９
）

八女地域事務所の皆さん

　６月29日㈭に八女市役所で「八女市自衛官
募集相談員委嘱式」が行われました。相談員は、
志願者に関する情報の提供や、地方協力本部
の行う募集のための広報に対する援助などを行
います。式では11人に委嘱状が交付され、中
園市長職務代理者は「地域を知り、地域の顔
である皆さまの活動により、市民の皆さんに自
衛隊への理解を深めていただいています。自衛
隊の将来を担う自衛官確保のためによろしくお
願いします」と激励しました。
以下、自衛官募集相談員（順不同、敬称略）
大月紀久夫【八女】、大坪福美【立花】、杉山
與四郎【八女】、平ヤヱ子【立花】、西田裕子
【星野】、仁田原寿郎【黒木】、鴫山秀子【黒木】、
切明千代香【八女】、牛嶋恵子【上陽】、松延
浩樹【立花】、栗原敏記【矢部】

自衛官募集相談員の委嘱式が
行われました
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私
は
戦
争
に
関
す
る
本
を
た
く
さ
ん

読
み
ま
し
た
。
読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に

分
か
っ
た
こ
と
は
、
戦
争
は
お
そ
ろ
し
い

と
い
う
こ
と
、
戦
争
は
絶
対
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
は
、
原
爆
を
落
と
さ
れ
た
世
界

で
た
だ
一つ
の
国
で
す
。
広
島
・
長
崎
で

は
、
た
っ
た
一
発
の
原
子
爆
弾
で
、一し
ゅ

ん
に
し
て
、
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
何

も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
い
き

な
り
命
を
奪
わ
れ
た
人
達
は
、
ど
ん
な

に
苦
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な

に
無
念
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
犠
牲
に

な
っ
た
人
達
の
思
い
を
私
達
は
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
忘
れ
て

し
ま
っ
た
ら
、
ま
た
広
島
・
長
崎
の
悲
劇

が
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
ま
た
多
く
の
人
の
命
が
奪
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

私
は
、
本
を
読
み
、
平
和
学
習
で
見

た
ビ
デ
オ
の
映
像
か
ら
、
広
島
・
長
崎
の

街
を
想
像
し
て
み
ま
し
た
。
想
像
だ
け

な
の
に
、
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
す
。
熱

線
で
ひ
ふ
が
焼
け
た
だ
れ
た
人
。
体
中

に
ガ
ラ
ス
が
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
人
。「
水

を
く
れ
」
と
、
水
を
求
め
て
歩
き
続
け

る
人･･･

。
つ
い
さ
っ
き
ま
で
、
笑
い
な
が

ら
話
し
て
い
た
人
達
も
、
仲
良
く
遊
ん
で

い
た
兄
弟
も
、
す
べ
て
の
人
が
、
一
し
ゅ

ん
に
し
て
地
ご
く
に
突
き
落
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、
心
配
し
て
様

子
を
見
に
来
た
人
達
や
、
ま
た
、
幸
い
に

し
て
一
命
を
と
り
と
め
た
人
達
も
、
そ
の

後
何
年
に
も
わ
た
り
、
原
爆
症
と
い
う

病
気
で
苦
し
み
、亡
く
な
ら
れ
た
の
で
す
。

　

今
の
日
本
は
平
和
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。
勉
強
も
で
き
る
し
、
食
べ
る
も
の
に

も
困
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
好
き
な
物
を
買
っ
て

も
ら
え
る
私
は
、
本
当
に
幸
せ
で
す
。

　
し
か
し
、
外
国
に
目
を
向
け
る
と
、
地

雷
を
ふ
ん
で
足
を
な
く
す
子
ど
も
達
が
い

ま
す
。
銃
を
持
た
さ
れ
て
少
年
兵
と
し
て

訓
練
さ
せ
ら
れ
る
子
ど
も
達
が
い
ま
す
。

住
む
家
が
な
く
、
路
上
で
生
活
す
る
子
ど

も
達
が
い
ま
す
。
そ
の
子
ど
も
達
が
住
ん

で
い
る
国
を
一し
ゅ
ん
で
変
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
達
に
だ
っ
て
何
か

で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
私
は
、
一
人
一
人
が
命
の
重

さ
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

命
は
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。つ
な

が
っ
て
き
て
い
る
命
は
未
来
に
つ
な
げ
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
命

を
奪
い
合
う
争
い
は
、
な
く
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
争
い
で
は
憎

し
み
し
か
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
人
を
傷
つ
け

て
何
も
感
じ
な
く
な
る
の
が
戦
争
で
す
。

命
を
奪
っ
た
人
が
英
雄
に
な
る
よ
う
な
世

の
中
に
後
戻
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

み
ん
な
が
命
を
大
切
に
し
、
み
ん
な

で
協
力
で
き
れ
ば
、
い
い
方
向
に
進
む
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
振
り
返
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、

二
人
で
な
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

今
ま
で
何
度
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
平
和
な
世
の
中
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
希
望
を
、
私
達
が
語
っ
て
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
、
私
は

強
く
思
い
ま
す
。

市立学校では、８月の出校日にあわせ平和学習を行い、人権と平
和の尊さについて考える日としています。また平和事業の一環として、
８月５日から６日にかけて、市内中学生が広島を訪ね平和記念式典
に参加します。今月は「スマイルフェスタやめ２０１６」において発表し
た福岡県立輝翔館中等教育学校（黒木町）梅野愛

ま な み

深さんの人権
作文を紹介します（発表当時は黒木小学校６年生）。私たちも、未
来に対して責任をもつ一人であるという自覚は、忘れないようにしたい
ものです。

発表する梅野愛深さん

「戦争はもう二度と起こしません」
と平和の泉に誓います

平
和
な
世
の
中
に
す
る
た
め
に
は

語り部の被爆体験に聞き入る児童たち
（平成２8 年 長崎市にて）

過去から学び、未来につなぐ

広
報
八
女
７
月
１
日
号
に
お
い
て
「
同
和

啓
発
強
調
月
間
」
と
記
載
し
て
い
ま
し
た

が
、正
し
く
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

の
誤
り
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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消費生活
そうだん

㉜

【
事
例
①
】
災
害
で
家
が
半
壊
し
た
。
火

災
保
険
金
を
受
け
取
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業

者
を
探
そ
う
と
し
て
い
た
矢
先
『
ウ
チ
に

お
任
せ
く
だ
さ
い
』

と
あ
る
業
者
か
ら

の
勧
誘
が
あ
っ
た
。

工
事
代
金
は
保
険

金
額
で
ま
か
な
え

そ
う
だ
っ
た
の
で

契
約
し
た
が
、
業

者
の
工
事
が
ず
さ

ん
で
、
大
切
な
柱
を
切
っ
て
し
ま
う
し
、

内
装
な
ど
意
見
を
全
く
聞
い
て
く
れ
な

い
。
し
か
も
廃
材
を
持
っ
て
き
て
取
り
付

け
て
い
る
。や
り
直
し
を
依
頼
し
て
も『
追

加
料
金
を
払
っ
て
も
ら
え
れ
ば
で
き
る
』

と
さ
ら
に
支
払
い
を
要
求
さ
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

⃝

こ
の
よ
う
な
飛
び
込
み
勧
誘
の
場
合
は

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝

見
積
も
り
を
し
っ
か
り
出
し
て
く
れ
る

業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
②
】
災
害
で
瓦
が
何
枚
か
外
れ
て

い
た
。
来
訪
し
て
き
た
業
者
か
ら
『
瓦
が

梅
雨
や
台
風
の
影
響
で
、
土
砂
災
害
や
水
害
の
被
害
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
災
害
が
あ
っ
た
お
宅
に「
無
料
で
点
検
し
ま
す
よ
」

「
補
助
金
が
出
ま
す
よ
」「
保
険
の
申
請
を
代
行
し
ま
す
」
と

言
っ
て
災
害
に
便
乗
し
て
や
っ
て
く
る
悪
質
な
リ
フ
ォ
ー
ム
業

者
が
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

外
れ
て
い
ま
す
ね
。
火
災
保
険
が
お
り
ま

す
か
ら
無
料
で
修
理
で
き
ま
す
。
保
険
会

社
へ
の
申
請
は
代
行
し
ま
す
か
ら
、
修
理

さ
せ
て
く
だ
さ
い
』
と
言
わ
れ
た
。
瓦
が

数
枚
壊
れ
た
だ
け
で
保
険
が
お
り
る
の
だ

ろ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

最
近
こ
の
よ
う
に
「
保
険
の
申
請
を
代
行

し
ま
す
」
と
言
っ
て
修
理
を
請
け
負
う
と

い
う
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

⃝

保
険
が
お
り
る
か
は
、
保
険
会
社
が
調

査
す
る
ま
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。
確
実
に
お

り
ま
す
と
い
う
言
い
方
は
適
切
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

⃝

保
険
の
申
請
は
、
本
人
以
外
は
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
代
行
す
る
と
い
う
の

は
、
違
反
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝

こ
の
よ
う
な
業
者
か
ら
仲
介
手
数
料
や
、

解
約
を
申
し
出
た
場
合
に
高
額
な
キ
ャ
ン

セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝

修
理
し
て
も
ら
う
業
者
を
、
自
分
で
選

ば
せ
て
も
ら
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
よ
く
わ
か
ら
な
い
勧
誘
を
さ
れ
た
時
に

は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

災
害
便
乗
商
法
に
注
意
！

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
に
配

慮
し
、
所
得
の
低
い
人
に
給
付
す
る
「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）」
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。 

　

給
付
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
八
女
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
人
で
、平
成
28
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
生
活
保
護
受
給
者
等
を
除
く
）

で
す
。
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
人
（
世
帯
）
に
は
、
申
請
書
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
が
届
い
た
人
は
、該
当
す
る
か
確
認
の
上
、

す
ぐ
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金
が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
申
請
さ
れ
て
も
審
査
の
結
果
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
八
女
５
月
１
日
号
、
申
請
書
同
封
チ
ラ
シ
、
八

女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
期
限
＝
8
月
31
日
㈭
（
郵
便
消
印
有
効
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
臨
時
給
付
金
担
当

（
☎
２
４・８
０
９
１
／
２
４・８
０
９
２
）

臨時福祉給付金（経済対策分）の申請はお済みですか？

◦市・県・国などが ATM( 銀行・コンビ
ニなどの現金自動預け払い機 ) の操作を
お願いすることは、絶対にありません。
◦ATM を自分で操作して、他人からお
金を振り込んでもらうことは絶対にありま
せん。
◦臨時福祉給付金（経済対策分）のため
に手数料などの振込を求めることは絶対
にありません。
◦ご自宅や職場などに市・県・国などをか
たった不審な電話がかかってきたり、郵便
物が届いたりしたら、迷わず八女市臨時
給付金担当や最寄りの警察署にご連絡く
ださい。

申請期限は8月末日です。お急ぎください。
「振り込め詐欺」や「個人情
報の詐取」などに注意！！
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９
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
八
女
の
ま
つ

り
あ
か
り
の
祭
典
～
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
～
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
光
と
音
楽
の
花
火
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
矢
部
川
に
映
る
花
火
と
音
楽
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
八
女
の
夜
を
彩
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
八
女
の
ま
つ
り
の
詳
細
は
広
報
八
女
９
月
１
日
号
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

光
と
音
楽
の
花
火
大
会

★
期
日
＝
９
月
16
日
㈯
※
荒
天
時
は
９
月
17
日
㈰
に
順
延

★
会
場
＝
宮
野
公
園
（
べ
ん
が
ら
村
横
）

★
駐
車
場
＝
▼
総
合
体
育
館（
３
０
０
台
）▼
南
中
学
校（
２

５
０
台
）
▼
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
立
花
地
区
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
中
央
選
果
場
（
１
８
０
台
）
▼
八
女
伝
統
工
芸
館
（
１

７
０
台
）
▼
公
立
八
女
総
合
病
院
（
２
０
０
台
）
※
今
回

よ
り
家
畜
市
場
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

★
開
催
内
容
（
予
定
）

▼
17
時
～
物
産
・
露
天
販
売
▼
19
時
55
分
～
点
火
宣
言

▼
20
時
～
（
約
30
分
間
）
光
と
音
楽
の
花
火
大
会

★
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

（
☎
２
２
・
６
６
４
４
）

　
川
を
大
切
に
し
た
い
と
の
思
い
と
、

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
見
直
し
た
い
、
そ

ん
な
願
い
を
込
め
て
灯
ろ
う
を
毎
年
、

星
野
川
に
流
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

今
後
の
上
陽
町
の
活
性
化
へ
の
復
興
へ

の
願
い
も
込
め
て
万
灯
を
流
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
８
月
16
日
㈬  

※
少
雨
決

行◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
周
辺

の
星
野
川

◦
内
容
＝
▽
う
な
ぎ
の
つ
か
み
取
り

大
会
17
時
～
（
予
定
）
▽
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
18
時
～
（
予
定
）
▽
万
灯

流
し
19
時
頃
～
（
予
定
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
観
光
協
会
上

陽
支
部
（
上
陽
支
所
建
設
経
済
課
産

業
観
光
係
）
☎
５
４
・
２
２
１
９

※
万
灯
流
し
開
催
に
あ
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
上
陽
支
所
建
設
経
済

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
星
野
村
の
夏
の
風
物
詩
、夏
ま
つ
り
「
よ
か
っ
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
山
間
部
か
ら
打
ち
上
げ
る
花
火

は
迫
力
満
点
！
花
火
以
外
に
も
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

ラ
ム
ネ
等
の
早
飲
み
大
会
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
元
の

皆
さ
ん
に
よ
る
出
店
も
お
楽
し
み
に
♪

◦
日
時
＝
８
月
12
日
㈯
18
時
～
21
時
30
分

【
花
火
打
上
げ
時
間
】

20
時
15
分
～
※
雨
天
延
期
13
日
㈰

◦
場
所
＝
八
女
市
星
野
体
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
池
の
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夏
ま
つ
り
「
よ
か
っ
祭
」
実
行
委

員
会
事
務
局
（
星
野
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観

光
係
）
☎
５
２
・
３
１
１
４

第
23
回

八
女
上
陽

　
万
灯
流
し

第
3
回  

八
女
の
ま
つ
り

光
と
音
楽
の
花
火
大
会

イ
夏
の

ベン
ト

　
矢
部
村
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
花
火
大
会
も
今
年

で
37
回
目
を
迎
え
ま
す
。
山
々
に
こ
だ
ま
す
る
花
火

は
、
間
近
に
見
ら
れ
迫
力
満
点
で
す
。
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
ご
近
所
等
、
皆

さ
ま
誘
い
あ
わ
せ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
８
月
14
日
㈪
19
時
～

【
花
火
打
上
げ
時
間
】

20
時
30
分
～
※
雨
天
延
期
16
日
㈬

◦
場
所
＝
八
女
市
矢
部
第
１
運
動
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

第
37
回　
矢
部
村
花
火
大
会

第
20
回 

夏
ま
つ
り
「
よ
か
っ
祭
」
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平成30 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

書
の

  

流
れ
展

奥八女の秋を感じながら、あなたも走ってみません
か。今年も「奥八女黒木ハーフマラソン大会」を開
催します。30 回目の記念大会となりますので、ふるっ
てご参加ください。

【日にち】11 月12 日㈰
【会場】八女市役所黒木支所
【受付】8 時 30 分～ 9 時 30 分
【開会式】9 時 30 分～
【参加料】3,000 円
【参加賞】八女茶、柚ごしょう、ボトルバック、タオル
【福引き】10 万円分の旅行券をはじめ、グリーンピア八
女・グリーンパル日向神峡の宿泊券、特産品を多数用
意しています。

【応募方法】9 月29日㈮までに参加申込書に必要事項
を記入の上、最寄りの郵便局にて参加料を振り込んでく
ださい。※申込書は、本庁総合窓口、八女市総合体育館、
黒木支所総務課および各支所総務課に準備しています。

【問い合わせ】 奥八女黒木ハーフマラソン大会事務局
（八女市役所黒木支所）総務課☎４２・１１１１　

第30回 奥八女黒木
ハーフマラソン大会
11/12 ㈰
八女市役所黒木支所スタート

【 種目とスタート時刻】
種　　　目 スタート時刻

ハーフコース（男性） 10 時 20 分
※制限時間 3 時間 20 分ハーフコース（女性）

10ｋｍコース（男性）

10 時 40 分
10ｋｍコース（女性）
５ｋｍコース（男性）
５ｋｍコース（女性）

（ハーフマラソンは、制限時間を設けています）

8月の
横町町家
交流館の
催し

参
加
者

募
集
！

　
先
人
か
ら
の
書
の
流
れ
。

　
昭
和
31
年
、
八
女
文
化
連
盟
発
足
。
書
道
部
も
同
時
に
発

足
。戦
後
の
食
糧
難
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、生
活
苦
と
た
た
か
い
、

日
本
の
伝
統
文
化
を
守
り
育
て
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
書
道
研

究
会
を
つ
く
り
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
か
ら
有

名
書
家
を
呼
ん
で
、
書
道
講
習
会
を
開
く
な
ど
し
て
、
八
女

の
書
道
文
化
を
創
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
人
の
地
方
文
化
に
寄
与
す
る
精
神
を
受
け
つ
ぎ
今
日
の

八
女
文
化
連
盟
書
道
部
が
あ
り
ま
す
。
先
人
を
忍
び
、
毎
年

一
人
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
先
人
の
作
品
を
中
心
に
、
現
書
道

部
会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
今
年
は
「
古
賀
一
男
先
生
」

で
す
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
８
月
１
日
㈫
～
８
月
27
日
㈰

◦
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

◦長峰小学校へ
　　松尾和昭＝竹馬 20 個、竹馬ラック 2 台
◦福島小学校へ
　　牛島　幹＝耕耘機 1 台、実物投影機 1 台
◦岡山小学校へ
　　大石歯科医院  大石昌弘＝図書券

  　寄付のお礼（敬称略）

キリトリセン
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平
成
28
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
「
市
長
へ
の
は
が
き
」「
メ
ー
ル
」

「
フ
ァ
ク
ス
」「
市
政
目
安
箱
」
等
の
集
計

結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
２
４
４
件
の
中
で

最
も
多
か
っ
た
分
野
は
、「
道
路
・
河
川
」

で
31
件
で
し
た
。
そ
の
他
多
く
寄
せ
ら
れ

た
の
が
、
人
事
・
職
員
23
件
、
市
関
連
施

設
等
16
件
、
観
光
・
祭
り
15
件
、
文
化
財
、

企
画
・
政
策
が
11
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
は
が

き
等
は
す
べ
て
受
付
を
行
い
、
新
し
い
八

女
市
づ
く
り
の
た
め
に
、
問
題
点
は
改
善

し
、
建
設
的
な
意
見
に
つ
い
て
は
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連
絡
先

が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
市

長
も
し
く
は
担
当
課
か
ら
直
接
ご
本
人
に

回
答
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
「
市
長
へ
の
は
が
き
」

等
の
集
計
に
つ
い
て

◦28年度件数　244件
（内訳）
市長へのはがき 196 ／メール 15 ／
市政目安箱 15 ／手紙 12 ／ファクス 
4 ／電話2
◦分類状況（件）

（内訳）
要望 116 ／苦情 76 ／意見 28 ／便
り・お礼 18 ／ 提言 3 ／その他3 

【市長へのはがきの種別】

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な
ど
、
あ

な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
建
設
的
な

ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な

ど
か
ら
直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る
な
ど
し

て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反

す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の

他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

内容等 件数 内容等 件数
道路・河川 31 高齢者福祉 7
人事・職員 23 社会教育 6
市関連施設等 16 公園 6
観光・祭り 15 農業 6
文化財 11 図書館 6
企画・政策 11 市税 4
交通・デマンド 10 生活支援 4
防災・ＦＭラジオ 10 健康づくり 4
交通安全・安心安全 9 医療 3
ごみ 9 市営住宅 3
その他の環境 9 商工業 3
児童福祉 8 公害 2
学校教育 8 ペット 2
広報広聴 8 その他 10

合　　　　計 244

【内容の内訳】

　世話
焼きじじばばで

出会いの場をつくりたい

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 29.8）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
八
女
山
婚
」
で
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト  

東
陽
一
さ
ん（
黒
木
町
）

プロジェクト代表の東陽一さん
（左）と会長の東幸雄さん。「女
性は県内全域、他県からの参加
もありました。気さくに交流できる
ような雰囲気作りを心がけていま
す。フェイスブック『八女黒木山
婚』でも情報発信していますので
ぜひチェックしてみてください」
※「直売所みちばた」で撮影

103

　
「
黒
木
世
話
焼
き
じ
じ
ば
ば
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」代
表
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト「
八

女
山
婚
」に
取
り
組
む
東
陽
一さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
住
む
地
域
で
も
結
婚
適
齢

期
で
独
身
の
人
た
ち
が
多
く
、何
か
サ

ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
と
常
々
考
え
て
い
ま

し
た
。黒
木
町
で
仲
間
た
ち
と『
み
ち
ば

た
』と
い
う
農
産
物
直
売
所
を
運
営
し

て
い
ま
す
が
、そ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

『
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

提
案
事
業
』を
活
用
し
て
2
年
前
か
ら

婚
活
イ
ベン
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベン
ト
は
、主
に
八
女
市
在
住

の
男
性
と
他
地
域
の
女
性
が
出
会
う
機

会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。八
女
の
資
源（
ヒ
ト
、モ
ノ
、コ
ト
）

を
生
か
す
た
め
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
ぶ

ど
う
狩
り
、こ
ん
に
ゃ
く
・
だ
ご
汁
づ
く

り
、お
茶
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、星
の
文

化
館
で
の
イ
ベン
ト
な
ど
私
た
ち
の
住
む

地
域
の
良
さ
、魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
企
画
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
山
婚
で
は
、い
わ
ゆ
る『
告

白
タ
イ
ム
』の
設
定
を
せ
ず
、連
絡
先
を

記
載
し
た
カ
ー
ド
を
お
気
に
入
り
の
異

性
に
事
務
局
を
通
し
て
渡
す
シ
ス
テ
ム

に
し
て
い
ま
す
。『
お
見
合
い
大
作
戦
』

な
ど
と
比
べ
る
と
少
し
緩
や
か
な
感
じ

で
す
が
、山
婚
を
き
っ
け
に
交
際
に
至
っ

た
カ
ッ
プ
ル
も
あ
り
ま
す
。今
年
度
は
6

月
に
8
回
目
の
山
婚
を
開
催
し
ま
し
た

が
、今
後
10
月
と
2
月
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。こ
の
活
動
が
結
婚
を
希
望

す
る
人
た
ち
の
手
助
け
と
な
り
、生
涯
の

伴
侶
に
巡
り
合
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
仲
間
た
ち
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」

　世話
焼きじじばばで

出会いの場をつくりたい

写真はぶどう狩りの様子。10
月と2月に開催する山婚は、ア
クティビティ、学びをテーマに
企画中です。乞うご期待！
⃝「八女山婚」問い合わせ＝

「直売所みちばた」東さん
（☎42・3543）

8月の

八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10 時～ 20 時
　                   土日祝 10 時～ 20 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
7 ㈪ ,１１㈷，14 ㈪ ,21㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
7 ㈪ ,14 ㈪ ,21㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪図書館の休館日

8月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp（あそびに来てね！）

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

1 ㈫ ,8 ㈫ ,１１㈷，15 ㈫ ,22 ㈫ ,25 ㈮ ,29 ㈫

8 月の館内整理日は 25 日㈮

　

好
評
に
つ
き
第
２
弾
！
図
書

館
の
本
に
の
っ
て
い
る
科
学
あ

そ
び
実
験
を
や
ろ
う
。

◦
日
時
＝
８
月
20
日
㈰
14
時
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

２
階
研
修
室

◦
定
員
＝
30
人
程
度

◦
講
師
＝
平
田
満
明
さ
ん

※
８
月
１
日
㈫
よ
り
本
館
・
分

館
で
申
込
受
付
開
始

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝5日、12日、19日、26日、
おはなしコーナー
　※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝5日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

8月のあかちゃんよみきかせ
0 ～2 歳くらいの赤ちゃん対象
です♪
♥本館＝6日㈰、19日㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝26日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

自
由
研
究
お
た
す
け
隊

な
つ
や
す
み
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー

8月のよみきかせ

自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト
は
図

書
館
に
！

分
館
め
ぐ
り
シ
ー
ル
ラ

リ
ー
も
同
時
開
催
中
！

平
和
図
書
展
示

▽
期
間
＝
8
月
1
日
㈫
～

8
月
31
日
㈭

平
和
関
連
の
本
を
本
館
と

分
館
に
展
示
し
ま
す
。

科
学
あ
そ
び
教
室

本館＝９月1日㈮～11日㈪
分館＝９月12日㈫～16日㈯
※移動図書館は運休または
変更していますのでホーム
ページの予定表をご確認く
ださい。この期間中の本の返
却は、返却ポストをご利用くだ
さい。大変ご迷惑をおかけし
ますがよろしくお願いします。

特別整理期間に伴う
休館のおしらせ

8月の移動図書館
◦黒木、矢部地区の8月
の移動図書館は、学校の
巡回を行いません。

 

な
つ
や
す
み
特
別
イ
ベ
ン
ト
　

「
な
つ
や
す
み
は
と
し
ょ

か
ん
へ
い
こ
う
」
開
催
中

8
月
27
日
㈰
ま
で



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

五
穀
豊
穣
・
水
難
よ
け
を
祈
願

岩
崎
子
ど
も
川
ま
つ
り

星
野
村
で
こ
っ
ぱ
げ
面

　
上
陽
祇
園
祭
が
７
月
15
日
㈯
に
北

川
内
地
区
で
あ
り
ま
し
た
。
午
前
10

時
に
須
賀
神
社
で
祈
願
祭
が
あ
り
、

お
参
り
し
た
子
ど
も
た
ち
に
ち
び
っ

こ
花
火
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
上
陽
支
所
前
の
通
り
を
幼
稚
園

児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
商
工
会
青

年
部
の
９
基
の
神
輿
が
練
り
歩
き
ま

し
た
。
梅
雨
前
線
で
雨
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

沿
道
で
は
見
物
客
が
き
お
い
水
を
か

け
て
応
援
し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
旧

保
健
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
九
州
北
部

災
害
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
、
約
千
発
の
花
火
が
夏

の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　「
第
37
回
矢
部
地
区
青
少
年
の

主
張
大
会
」（
矢
部
地
区
青
少
年

育
成
会
主
催
）
が
６
月
17
日
㈯
に

矢
部
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

矢
部
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

５
人
が
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
自
然
災

害
や
事
件
、
事
故
を
身
近
な
問

題
と
捉
え
、
日
頃
の
自
分
の
行
動

や
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
、

命
の
大
切
さ
、
矢
部
村
が
百
年
後

も
き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
堂
々
と
し
た
発
表

に
聴
衆
の
皆
さ
ん
は
感
心
し
て
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
8
日
㈯
、「
岩
崎
の
子
ど
も
川
ま
つ
り
」（
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
７
月
上

旬
に
岩
崎
地
区
で
行
わ
れ
る
「
五
穀
豊
穣
・
水
難
よ
け
」

を
祈
願
す
る
祭
礼
行
事
で
す
。
6
月
末
か
ら
子
ど
も
た
ち

が
主
体
と
な
っ
て
製
作
し
た
飾
り
竹
は
、
長
さ
約
10
ｍ
ほ

ど
の
竹
に
、
麦
わ
ら
で
編
ん
だ
ド
ン
バ
ラ
（
酒
の
肴
）・
タ

ゴ
（
酒
樽
）、
子
ど
も
の
名
前
を
記
し
た
短
冊
な
ど
を
飾

り
付
け
ま
す
。
当
日
の
早
朝
、
男
女
と
も
に
宇
佐
八
幡
宮

を
出
発
し
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
元
気
に
か

け
声
を
発
し
な
が
ら
、
水
路
な
ど
要
所
ご
と
に
飾
り
竹
を

奉
納
し
ま
し
た
。

　

星
野
村
の
長
尾
地
区
で
７
月
11
日
㈫
、

三
坂
・
室
山
地
区
で
同
14
日
㈮
15
日
㈯
、

祇
園
ま
つ
り
「
こ
っ
ぱ
げ
面
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
農
産
物
の
病
害

虫
被
害
や
水
害
の
消
滅
、
無
病
息
災
を

願
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。 

鬼

の
面
を
つ
け
た
地
元
の
若
者
が
村
中
を
暴

れ
回
り
、
青
竹
で
た
た
か
れ
る
と
「
１
年

間
病
気
し
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

14
日
㈮
の
夕
方
、
三
坂
地
区
の
こ
っ
ぱ
げ

面
が
、
地
域
の
民
家
に
乱
入
。
大
声
を
出

し
な
が
ら
や
っ
て
き
た
鬼
に
大
人
も
子
ど

も
も
青
竹
で
叩
か
れ
、
今
年
一
年
の
無
病

息
災
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

上
陽
祇
園
祭

自
分
の
意
見
を
堂
々

と
発
表
し
ま
し
た

①ドンバラを作る子どもたち②ドンバラ（酒
の肴）③タゴ（酒樽）

③②

①
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各
種
競
技
の
国
際
大
会
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
八
女

市
出
身
の
児
童
や
生
徒
た
ち
が
、
7
月
６
日
㈭
、
市
役
所

を
訪
問
し
、
鎌
田
副
市
長
に
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。
第
１

回
Ｂ
Ｆ
Ａ
女
子
野
球
（
日
本
代
表
）
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
に
安
達

瑠
さ
ん
（
京
都
両
洋
高
）。
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

２
０
１
7
に
髙
木
七
海
さ
ん
、
山
崎
い
ぶ
き
さ
ん
、
森
松
由

加
利
さ
ん
（
星
野
小
）、
野
中
菜
月
さ
ん
（
黒
木
小
）、
石
川

沙
央
理
さ
ん
（
矢
部
小
）
の
5
人
（
ス
タ
ー
ズ
星
野
、
本
分

ク
ラ
ブ
、
矢
部
メ
ッ
ツ
所
属
）。
全
国
高
校
総
体
カ
ヌ
ー
競

技
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
・
ペ
ア
に
佐
々
木
修
斗
さ
ん
（
三

潴
高
）。
第
28
回
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
選
手
権
大

会
に
橋
山
翔
輝
さ
ん
（
南
中
）。
阿
波
踊
り
カ
ッ
プ
全
国
学

童
軟
式
野
球
大
会
２
０
１
７
に
立
花
町
の
「
光
友
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ー
」
が
出
場
し
ま
す
。

　

6
月
11
日
㈰
に
、
福
岡
市
総
合
図

書
館
に
お
い
て
「
茶
の
く
に
八
女
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

福
岡
市
民
の
方
々
に
八
女
の
魅
力
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
図
書
館

の
運
営
団
体
と
八
女
市
で
共
同
し
て
実

施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
八
女
茶

を
は
じ
め
新
鮮
野
菜
、
く
だ
も
の
、
饅

頭
な
ど
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
大
好
評

で
し
た
。
ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は

抹
茶
挽
き
体
験
や
お
茶
の
淹
れ
方
教
室

な
ど
が
行
わ
れ
て
、
親
子
連
れ
や
お
年

寄
り
な
ど
を
中
心
に
多
く
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
挽
い
た
抹
茶
を

美
味
し
そ
う
に
飲
む
子
ど
も
た
ち
の
姿

や
、
お
茶
の
淹
れ
方
を
真
剣
に
学
ぶ
参

加
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
福
岡
市
の
イ
ベ
ン
ト
は
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
、
早
く
も
次
回
の
開

催
を
待
つ
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
７
月
９
日
㈰
、
上
陽
町
柴
尾
地
区
住

民
約
30
人
と
福
岡
食
品
関
連
協
同
組

合
・
福
岡
南
部
経
済
事
業
協
同
組
合
の

ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
約
80
人
の
交

流
会
が
、
同
区
内
の
㈲
Ｖ
Ｉ
Ｐ
研
修
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
組
合
が
受

け
入
れ
る
外
国
人
技
能
実
習
生
が
、
日

本
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や

ル
ー
ル
を
学
ぶ
た
め
の
施
設
で
す
。
実

習
生
は
約
１
か
月
間
研
修
を
受
け
た
後
、

全
国
各
地
の
企
業
で
働
き
な
が
ら
日
本

の
進
ん
だ
技
術
を
身
に
つ
け
、
そ
の
後

は
故
郷
の
発
展
の
た
め
に
地
元
の
日
系

企
業
な
ど
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
を
使
っ
た

日
常
会
話
の
講
習
の
後
、実
習
生
が
作
っ

た
生
春
巻
き
や
フ
ォ
ー
な
ど
の
代
表
的

な
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
囲
ん
で
、
互
い
に

片
言
の
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
歓
談
し
、

歌
や
踊
り
の
披
露
な
ど
を
行
っ
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す

外
国
人
技
能
実
習
生
と

柴
尾
地
区
が
交
流

　

夢
か
さ
は
ら
自
治
運
営
協
議

会
は
、
平
成
24
年
7
月
の
九
州

北
部
豪
雨
災
害
か
ら
5
年
が
経

過
し
た
こ
と
を
契
機
に
「
ド
ロ
ー

ン
か
ら
見
た
復
興
状
況
と
笠
原
の

風
景
」
と
題
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
動
画
を

作
り
ま
し
た
。
動
画
で
は
、
笠
原

地
域
の
棚
田
や
茶
畑
、
集
落
の
様

子
が
ド
ロ
ー
ン
撮
影
さ
れ
て
お
り
、

復
旧
・
復
興
が
進
ん
だ
地
域
の
様

子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
7

月
13
日
㈭
、
同
会
の
浅
田
秀
敏

会
長
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
中

園
市
長
職
務
代
理
者
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
浅
田
会
長

は
「
災
害
か
ら
5
年
が
経
ち
、
各

方
面
で
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
に

地
域
の
復
旧
状
況
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

茶
の
く
に
八
女
フ
ェ
ス
タ

災
害
復
旧
の
状
況
を

ド
ロ
ー
ン
で
撮
影

ＤＶＤが贈呈されました

歌や踊りで交流を深めました

全国大会での活躍が期待される選手たち

福岡市で八女の魅力をピーアール



　Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎・脂肪肝、肝が
んの治療に関する講座や肝臓病に関す
るシンポジウムを行います。参加費無料
◦日時＝９月９日㈯ 13 時 30 分～ 17 時

（13 時開場）
◦講演＝座長・講演　久留米大学医学
部内科学講座消化器内科部門 鳥村拓
司教授 他
◦場所＝えーるピア久留米視聴覚ホー
ル（久留米市諏訪野町）
◦申込締切＝ 8 月 31日㈭※定員 250
人になり次第締切
◦申込・問い合わせ＝久留米大学病院
　福岡県肝疾患相談支援センター
　（☎０９４２・３１・７９６８）

　

肥
満
解
消
を
目
的
と
し
た

３
か
月
で
運
動
習
慣
を
付
け
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
を
行
い
ま
す
。

今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
八
女
市

健
康
増
進
施
設
べ
ん
が
ら
村
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
、
３
か
月
間

で
最
大
10
回
ま
で
、
10
時
か
ら

22
時
ま
で
の
自
由
な
時
間
に
利

用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

健
康
的
に
肥
満
解
消
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◦
対
象
者
＝
20

歳
～
64
歳
ま
で

で
平
成
28
年
度

も
し
く
は
平
成

29
年
度
の
健
診

結
果
が
肥
満
に

該
当
す
る
人
。
※
肥
満（
Ｂ
Ｍ
Ｉ：

25
以
上
ま
た
は
腹
囲
：
男
性
85

㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
）

◦
定
員
＝
▽
第
2
期
（
9
月
1

日
～
11
月
30
日
）
25
人

▽
第
３
期
（
12
月
1
日
～
2
月

28
日
）25
人
※
お
一
人
１
回
限
り
。

第
１
期
に
参
加
さ
れ
た
人
は
2

度
目
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
申
込
締
切
＝
8
月
24
日
㈭
※

申
込
の
際
、
対
象
者
に
該
当
し

て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。
市
の
特

定
健
診
以
外
の
検
診
を
受
け
た

人
は
、
健
康
推
進
課
窓
口
ま
で

健
診
結
果
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
＝
健
康
推
進
課
保
健
指

導
係　
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

◦
日
時
＝
⑥
９
月
４
日
～
毎
週
月

曜
日
13
時
～
14
時 

⑦
９
月
４
日

～
毎
週
月
曜
日
19
時
～
20
時 

⑧

９
月
５
日
～
毎
週
火
曜
日
13
時

～
14
時 

⑨
９
月
７
日
～
毎
週
木

曜
日
13
時
～
14
時 

⑩
９
月
７
日

～
毎
週
木
曜
日
19
時
～
20
時（
そ

れ
ぞ
れ
計
12
回
）

◦
会
場
＝
久
留
米
赤
十
字
会
館

温
水
プ
ー
ル

◦
募
集
人
数
＝
各
コ
ー
ス
20
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◦
対
象
者
＝
満
40
歳
以
上
の
人

◦
受
講
料
＝
６
０
０
０
円

◦
申
込
期
限
＝
８
月
29
日
㈫

◦
申
込
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
受
講
希
望
コ
ー
ス
（
第
１
・

第
２
希
望
を
記
入
）・
職
業
・
電

話
番
号
（
必
ず
連
絡
の
取
れ
る

と
こ
ろ
携
帯
電
話
等
）を
記
入
し
、

電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
で
左

記
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
日
本
赤

十
字
社
福
岡
県
支
部
総
務
部
会

計
課
（
〒
８
３
９
―
０
８
０
２
久

留
米
市
宮
ノ
陣
３
丁
目
４
番
27

号 

久
留
米
赤
十
字
会
館
内

（
☎
０
９
４
２
・
３
６
・
５
８
４

３
／
N
０
９
４
２
・
３
６
・
６
０

０
９)

健康推進課
からのお知らせ

市では昨年 5 月に「スポーツ・
健康づくり都市宣言」を行い、

健康づくりに務めています。
　

胃
の
健
康
度
検
診
と
は
、
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
に
よ

る
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
と
、
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
検
査
に

よ
り
、将
来
の
胃
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
を
調
べ
ま
す
。（
胃

が
ん
そ
の
も
の
を
見
つ
け
出
す
検
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
13
時
～
16
時

◦
定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
１
階
講
義
室

（
八
女
の
ま
つ
り
会
場
内
で
実
施
）

◦
予
約
＝
８
月
４
日
㈮
～
８
月
25
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

◦
対
象
＝
①
八
女
市
に
住
民
票
を
有
す
る
人

②
20
歳
～
74
歳
の
人
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

◦
検
査
で
き
な
い
人
＝
▽
胃
・
食
道
・
十
二
指
腸
疾
患

で
治
療
中
の
人 

▽
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る
薬
を
服
薬

中
の
人 

▽
胃
を
切
除
さ
れ
た
人 

▽
慢
性
腎
不
全
の
人

▽
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
治
療
を
さ
れ
た
人 

▽
免
疫
不
全
・
低

下
の
状
態
に
あ
る
人

◦
内
容
＝
血
液
検
査
※
絶
食
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

◦
自
己
負
担
＝
千
円　

※
当
日
お
支
払
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
指
導
係

（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

胃の健康度検診を受けませんか（要予約）

９/23㈷・24㈰
健康度測定を行います

９/23㈷

　９月の「八
女のまつり」
会 場で、血
管年齢測定、
骨密度測定、
肺年齢測定の健康度測定を実
施します。ぜひご来場ください。

肥
満
解
消
短
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
参
加
者
募
集

【福岡県肝疾患相談支援センター】
市民公開講座＆シンポジウム
＆個人相談「もっと知ろう！
肝炎・肝がん・脂肪肝」

秋
季
水
中
健
康
講
座

受
講
者
募
集

八女のまつり会場で
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◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２・

２
２
５
７
）

　

本
を
借
り
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

図
書
館
の
魅
力
は
も
っ
と
あ
る
！

様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
イ
マ
ド

キ
？
の
図
書
館
活
動
や
活
用
の

仕
方
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。
申
し
込
み
は
８
月
１
日
㈫
か

ら
八
女
市
立
図
書
館
本
館
・
分

館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で
受

付
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
５
日
㈫
14
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館
本

館
2
階
研
修
室

◦
講
師
＝
筑
後
市
立
図
書
館

館
長 

一
ノ
瀬
留
美
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

な
び
っ
と
八
媛
（
八
女
市
立
図
書

館
本
館
内
）
☎
２
２
・
２
５
０
４

◦
日
時
＝
８
月
27
日
㈰

◦
集
合
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸

館
前
６
時
集
合

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
会
員

外
保
険
料
２
０
０
円

◦
持
参
品
＝
雨
具
、
水
筒
、
タ

オ
ル
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
４
９
９
７
・
５
８

１
３
）

　

安
全
確
保
の
た
め
、
お
子
さ

ま
は
家
族
と
一
緒
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
虫
刺
さ
れ
、
熱
中
症
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
８
月
６
日
㈰
15
時
～

21
時
30
分

◦
会
場
＝
清
水
町
商
店
街
駐
車

場
ス
テ
ー
ジ

◦
内
容
＝
▽
夕
焼
け
イ
ベ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト  

▽
マ
ー
メ
イ
ド
ゆ
か
た

コ
ン
テ
ス
ト 

▽
屋
台
（
出
店
）
▽

清
水
町
商
店
街
大
抽
選
会
ほ
か

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・

ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

⃝
日
時
＝
８
月
６
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合

⃝
コ
ー
ス
＝
辺
春
川
道
の
駅
方
面

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

等
の
荷
台
で
販
売
す
る
軽
ト
ラ

市
を
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
出
店
者

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
開
催
日
＝
８
月
13
日
㈰
９
時

～
12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　

多
世
代
交
流
事
業
。
毎
年
大

好
評
！
そ
う
め
ん
の
他
に
も
う

れ
し
い
も
の
が
流
れ
て
く
る
楽
し

い
そ
う
め
ん
流
し
で
す
。
大
人
も

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。
少
雨
決
行
。
要
申
込
、
定

員
１
０
０
人

◦
日
時
＝
８
月
19
日
㈯
11
時
～

12
時

◦
参
加
費
＝
１
０
０
円

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

第
２
回
夕
焼
け
日
曜
市

な
が
～
い 

そ
う
め
ん
流
し

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
歩
こ
う
会 

矢
部
川
周
辺
ウ
オ
ー
ク

と
し
ょ
か
ん
大
人
塾
２
０
１
７

と
し
ょ
か
ん
っ
て
楽
し
い
！

　八女市文化連盟連合会では、第 8
回文化講演会を開催します。入場無
料。お誘いあわせのうえご来場くださ
い。
◦日時＝ 8 月27日㈰、12 時 30 分開
場、13 時～オープニングセレモニー

（星野村文化連盟）、13 時 30 分～　
講演会
◦会場＝おりなす八女はちひめホール
◦講師＝真野和夫さん（考古学研究
家・元大分県立歴史博物館副館長）
◦演題＝『卑弥呼の里・耶馬壱国』
～なぜ八女が邪馬壱国か？
◦問い合わせ＝文化振興課
     （☎２４・８１６３）

　固定資産税は、１月１日時点の所有者に課
税されます。次の場合、届出等をお願いします。
① 家屋を取り壊したとき
　住宅や倉庫などの家屋を取り壊した場合、
八女市役所・各支所へ「解家届」を提出し
てください。
② 家屋を新築・増築したとき
　住宅や倉庫などの家屋を新築・増築された
場合は、翌年度からの家屋の評価額を算定
するために、税務課職員が調査に伺います。
八女市役所・各支所へご連絡ください。
③ 所有者が亡くなられたとき
　固定資産の所有者が亡くなられた場合、相
続登記が完了するまでの間、相続人を代表し
納税通知書を受領する方を指定していただく
ため、八女市役所・各支所へ「相続人代表
者指定届」を提出してください。
　なお、この届出は固定資産税に関する手続
きです。相続による所有権移転登記とは関係
ありません。
　また、相続人代表者を変更される場合は、
改めて「相続人代表者変更届」の提出が必
要となります。相続人の方のご理解・ご協力
をお願いします。
◦問い合わせ先＝税務課固定資産税係
　　（☎２３・１１１２）

家屋の取り壊し、新築・
増築、所有者変更等
は届出をお願いします

『卑弥呼の里・耶馬壱国』
～なぜ八女が邪馬壱国か？

八女市文化連盟連合会 第８回文化講演会
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　嘱託職員を募集します。
◦募集職種＝地域活動指導員
◦業務内容＝青少年の体験活動をとおし
た講座・事業などの企画運営等
◦募集人員＝1人
◦勤務地＝市内
◦任用期間＝平成 29 年 10 月１日～平成
30 年 3 月 31日（更新制度有）※賃金は
八女市規定による
◦試験日＝９月10日㈰
◦試験会場＝八女市役所
◦選考方法＝書類審査、作文・面接
◦受付期間＝ 8 月7日㈪～ 8 月25日㈮
◦提出書類＝申込書（男女共同参画・生
涯学習課に準備）
◦申込・問い合わせ＝男女共同参画・生
涯学習課（☎２３・１３１８）

嘱託職員募集

　
「
小
型
無
人
航
空
機
」（
ド
ロ
ー

ン
）
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

活
用
分
野
は
急
拡
大
中
。
ド
ロ
ー

ン
と
は
何
か
、
活
用
法
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。受
講
無
料
。

◦
日
時
＝
８
月
20
日
㈰
10
時
～

12
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
交
流

室
Ａ

◦
対
象
・
募
集
人
員
＝
仕
事
に

活
用
し
た
い
人
、
趣
味
で
空
撮
し

た
い
人
、
先
着
20
人
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
ド

ロ
ー
ン
研
究
会
木
下
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
２
９
６
２
・
４
３
８
７
）

※
18
時
～
21
時

◦
対
象
＝
０
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
の
ダ
ウ
ン
症
の
お
子
さ
ま
と
そ

の
家
族

◦
日
時
＝
８
月
24
日
㈭
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
県
柳
川
総
合
庁
舎
内

２
階
大
会
議
室
（
柳
川
市
三
橋

町
今
古
賀
８
―
１
）

◦
内
容
＝
①
先
輩
マ
マ
の
子
育
て

体
験
談
＆
交
流
会
／
講
師 

日
本

ダ
ウ
ン
症
協
会
福
岡
支
部
相
談

住
宅
の
随
時
募
集
の
受
付
を
、

実
施
し
ま
す
。
募
集
案
内
（
申

込
書
）
は
、
８
月
１
日
か
ら
八

女
市
役
所
本
庁
都
市
計
画
課
に

て
配
布
し
ま
す
。
随
時
募
集
は
、

先
着
順
で
受
付
し
ま
す
の
で
、

募
集
戸
数
に
達
し
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
入
居
申
込
資
格
等
に

は
、
募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◦
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）

◦
応
募
資
格
＝
県
内
居
住
者
か

県
内
の
学
校
・
企
業
等
に
通
学
、

通
勤
し
て
い
る
人

◦
課
題
＝
覚
醒
剤
、
大
麻
、
危

険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
違
法
な
薬
物

を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
、
薬

物
の
危
険
性
や
弊
害
を
訴
え
る

も
の
や
、
薬
物
乱
用
の
撲
滅
を

訴
え
る
も
の

◦
応
募
方
法
＝
ア
応
募
点
数
は

１
人
１
点
と
し
、
未
発
表
の
も
の

に
限
る 

イ
用
紙
の
規
格
は
四
つ

切
ま
た
は
Ｂ
３
判
（
約
38
㎝
×
54

㎝
）。
紙
質
は
画
用
紙
ま
た
は
ケ

ン
ト
紙
と
し
、
色
彩
は
自
由
と
す

る
。（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
で
作
成
し
、
プ
リ
ン
ト
し
た

作
品
を
含
む
） 

ウ
作
品
の
裏
面

員 

中
島
晴
美
さ
ん
②
歯
医
者
さ

ん
の
「
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

※
②
は
定
員
に
な
り
次
第
締
切 

◦
申
込
＝
福
岡
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課 

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
）

　

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
久

留
米
絣
技
術
保
持
者
、
森
山
虎

雄
さ
ん
、
森
山
富
子
さ
ん
、
森

山
哲
浩
さ
ん
（
伝
承
者
）
を
講

師
に
迎
え
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

10
時
～
16
時
（
２
日
間
）

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
内
容
＝
▽
１
日
目 

テ
ィ
ー
マ
ッ

ト
１
枚
▽
２
日
目 

藍
染
め
ハ
ン

カ
チ
１
枚

◦
受
講
料
＝
１
０
８
０
０
円
（
材

料
代
込
み
）

◦
定
員
＝
10
人

◦
持
参
品
＝
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、

薄
手
座
布
団
、
昼
食

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎

２
２
・
３
１
３
１
）

　

８
月
１
日
㈫
か
ら
市
営
蒲
原

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
。学
生
は
、学
校
名
、

学
年
、
組
も
併
せ
て
明
記
。

◦
募
集
期
間
＝
８
月
１
日
㈫
～

９
月
12
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

※
応
募
作
品
の
諸
権
利
は
、
福

岡
県
、
福
岡
県
薬
物
乱
用
対
策

推
進
本
部
に
帰
属
し
、
作
品
の

返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。
入
選
作

品
は
、
本
県
に
お
け
る
薬
物
乱

用
防
止
啓
発
、
広
報
等
に
使
用

し
、
使
用
す
る
場
合
は
、
作
品

の
細
部
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◦
応
募
先
＝
福
岡
県
南
筑
後
保

健
福
祉
環
境
事
務
所 

総
務
企
画

課
企
画
指
導
係

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
総
務

企
画
課
企
画
指
導
係
（
☎
０
９

４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

　

受
験
資
格
や
試
験
実
施
要
項

な
ど
の
詳
細
お
よ
び
申
込
書
に
つ

い
て
は
福
岡
県
南
広
域
水
道
企

業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◦
身
分
＝
地
方
公
務
員

◦
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

＝
土
木
職
（
民
間
等
経
験
枠
）

１
人
程
度
※
採
用
予
定
人
員
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
採
用
予
定
＝
平
成
30
年
４
月

１
日

◦
受
験
資
格
＝
昭
和
55
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
民
間
企

業
等
の
当
該
試
験
区
分
に
関
す

る
分
野
で
、
継
続
し
て
１
年
以

ダ
ウ
ン
症
児
の
た
め
の
子
育
て

教
室

新
婚
・
子
育
て
世
帯
住
宅
入

居
者
随
時
募
集

福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団

職
員
採
用
試
験

福
岡
県
薬
物
乱
用
防
止
啓
発

ポ
ス
タ
ー
募
集
に
つ
い
て

久
留
米
絣
手
織
り
・
藍
染
め

講
習
会

試　

験

教
室
・
講
座

ド
ロ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
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⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育

委
員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

　

遺
産
相
続
、
金
銭
問
題
等
に

調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
。

⃝
日
時
＝
９
月
10
日
㈰
10
時
～

15
時

⃝
会
場
＝
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
調
停
協

会
（
☎
２
３
・
４
０
３
６
）

　

福
岡
県
で
は
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
認
知
症

に
関
す
る
介
護
の
悩
み
ご
と
に

対
し
て
、
電
話
ま
た
は
面
談
に
よ

る
無
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
電
話
の
場
合
、
通

常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
）

⃝
相
談
日
時
＝
水
・
土
曜
の
11

時
～
16
時
（
面
談
は
要
予
約
）

⃝
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
）
☎
０
９
２
・
５

７
４
・
０
１
９
０

⃝
Shttp://w

w
w.pref.fukuoka.

lg.jp/contents/
ninchisyousoudan.
htm

l
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
募
集
科
・
定
員
＝
▽
機
械
加

工
技
術
科
（
若
年
者
訓
練
コ
ー

ス
）
⑿
▽
電
気
設
備
施
工
科
⒅

⃝
募
集
期
間
＝
８
月
１
日
㈫
～

８
月
30
日
㈬

⃝
訓
練
期
間
＝
10
月
４
日
㈬
～

３
月
29
日
㈭
（
６
か
月
間
）

⃝
選
考
日
＝
９
月
６
日
㈬

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

　

小
学
校
入
学
に
向
け
て
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

八
女
市
教
育
委
員
会
で
は
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
お
子

さ
ま
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
自
分
で
は

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
つ

も
り
な
の
に
、
う
ま
く
で
き
な
く

て
困
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
小

学
校
入
学
に
際
し
、
保
護
者
が

抱
え
る
不
安
を
解
消
し
、
適
切

な
支
援
方
法
を
一
緒
に
考
え
、
ス

ム
ー
ズ
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
こ

と
を
目
指
し
て
就
学
相
談
を
行

い
ま
す
。

⃝
受
付
期
間
＝
８
月
28
日
㈪
～
９

月
１
日
㈮
、
９
時
～
16
時
30
分

在
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
採
用
予
定
数
＝
▽
警
察
官
Ａ

（
大
卒
程
度
）
男
性
43
人
、
女
性

10
人
、
武
道
指
導
２
人

▽
警
察
官
Ｂ
（
高
卒
程
度
）
男

性
78
人
、
女
性
27
人

◦
受
付
期
間
＝
８
月
10
日
㈭
～

８
月
31
日
㈭

◦
第
１
次
試
験
＝
９
月
17
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
警
本
部
警

務
課
採
用
セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
２・

６
２
２
・
０
７
０
０
）

　

受
験
料
・
受
講
料
無
料
（
教

科
書
代
等
実
費
）。
申
込
書
は
ハ

案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛

名
を
書
い
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
）
に
１
４
０
円
切
手

を
貼
っ
て
企
業
団
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

③
企
業
団
各
構
成
団
体
窓
口
で

も
配
布

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
広
域
水

道
企
業
団
総
務
部
総
務
課

（
☎
０
９
４
２・２
７・１
５
６
１
）

Shttp://w
w

w.sfw
ater.or.jp

　

福
岡
県
警
で
は
、
平
成
29
年

度
第
２
回
採
用
試
験
で
警
察
官

１
６
０
人
を
募
集
し
ま
す
。
受

験
案
内
、
受
験
申
込
書
は
八
女

警
察
署
か
お
近
く
の
交
番
・
駐

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

就
業
支
援

佐
賀
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

無
料
調
停
相
談

福
岡
県
認
知
症
介
護
相
談
窓
口

就
学
相
談
会

上
就
業
し
た
期
間
が
通
算
し
て

直
近
８
年
中
３
年
以
上
あ
る
人

※
詳
細
に
つ
い
て
は
「
職
員
採
用

試
験
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◦
第
１
次
試
験
＝
10
月
15
日
㈰

◦
第
２
次
試
験
＝
12
月
下
旬

◦
試
験
会
場
＝
福
岡
県
南
広
域

水
道
企
業
団　

◦
申
込
＝
９
月
１
日
㈮
か
ら
９
月

15
日
㈮
ま
で
に
受
験
申
込
書
を

企
業
団
へ
持
参
、
郵
送
可
。
９

月
15
日
消
印
有
効
（
〒
８
３
０

―
０
０
６
２　

久
留
米
市
荒
木

町
白
口
55
番
地
）

◦
受
験
申
込
書
＝
①
福
岡
県
南

広
域
水
道
企
業
団
で
配
布

②
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

　ハニワの日に埴輪づくりに挑戦してみよう。
本物の埴輪も見られるよ。
◦日時＝ 8 月20日㈰ 10 時～ 12 時
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦対象＝小学生以上
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦参加費＝ 300 円
◦申込＝電話またはファクス
◦募集期間＝ 8 月5日㈯～ 8 月13日㈰ 
※ 8 月7日㈪は休館日のため受付不可

　527 年に起こった筑紫君磐井の乱は、ヤマ
ト王権の日本列島統一の過程における最大の
内乱とされています。今回は、乱の原因と経過、
戦後処理のあり方をひも解きながら、その歴史
的意義をお話しいただきます。
◦日時＝ 8 月19日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦講師＝酒井芳司氏（九州歴史資料館学芸調
査室技術主査）
◦定員＝ 50 人（先着順・当日受付）
◦受講料＝無料

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

　各体験・講座とも先着順です。
◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館 (い
わいの郷 ) ☎ 24・3200 ／N24・3210

【体験事業】埴輪をつくろう820 ハニワの日

【歴史講座】磐井の乱後におけるヤマト王
権の九州支配について
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【若鷹夏祭り】◦日時＝8/11㈷～13 ㈰◦場所＝
HAWKSベースボールパーク筑後◦問＝市ホーク
スファーム連携推進室（0942・65・7073）

【久富観音堂盆綱曳き】◦日時＝ 8/14 ㈪
10:00 ～ 11:00 ◦場所＝久富観音堂◦問＝市
観光協会（0942・53・4229）

【第 10 回水郷柳川夏の水まつり】◦日時＝
8/5 ㈯ 10:00 ～ 17:30、8/6 ㈰ 9:00 ～ 16:00
◦場所＝からたち文人の足湯公園一帯◦問＝
同実行委員会（0944・77・8423）

【第 19 回有明海花火フェスタ】◦日時＝ 8/27
㈰ 19:30 ～◦場所＝柳川市学童農園「むつご
ろうランド」周辺◦問＝同実行委員会（070・
7611・8327）※延期 9/3 ㈰

【第 11回大川市民夏まつり】◦日時＝ 8/5
㈯ 17:00 ～ 21:00 ◦場所＝国際医療福祉大
学グラウンド◦問＝市インテリア課（0944・
85・5584）

【第 62 回大川花火大会】◦日時＝ 8/5 ㈯
20:00 ～ 21:00◦場所＝筑後川総合運動公園
◦問＝市観光協会（0944・87・0923）

【第 8 回おもちゃ花火フェスタ】◦日時＝
8/26 ㈯ 17:00 ～◦場所＝まいピア高田北側
駐車場（みやま市高田町濃施）◦問＝市観光
協会（0944・63・3955）

【道の駅おおき夏祭り】8/26 ㈯
【おおき堀んぴっく2017～水上の熱き戦い！
今年の主役はキミだ！！】8/27 ㈰ 9:00 ～
17:00 ◦場所＝道の駅おおき◦問＝同実行委
員会（0944・32・1336）

みやま市

大木町

大川市

筑後市

柳川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

火災出火件数  5件 （23件）
救急出動件数 222件 （1,553件）
救急搬送人数 215人 （1,489人）

人身事故発生件数 25件 （197件）
傷　　者 37人 （257人）
死　　者 0人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 64,947 (-86）
男 30,584  (-36)
女 34,363  (-50)

世帯数 24,682  (-35)
　※（　）内は前月比

出生 30 人 死亡 78 人
転入 171 人 転出 209 人

▼ 6 月の交通事故の状況

▼ 6 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（6 月30日現在）

▼ 6 月の異動

納期限・口座振替日は8月31日㈭
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（2 期）◦国民健康保険税（2 期）◦
後期高齢者医療保険料（2 期）◦介護保険料（2
期）◦住宅使用料（8 月）◦保育料（8 月）◦水
道料金・下水道使用料（3 期）◦農業集落排水
施設使用料（3 期）◦下水道受益者負担金（1期）

8月に
納める
もの

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

《
９
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
８
月
19
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島

中
）
▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

の
市
民
生
活
福
祉
課
で
も
配
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
窓
口
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
中
部
衛

生
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
４
・
５
４
１

９
）

　

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
「
犬
・

猫
の
引
き
取
り
業
務
」
は
、
次

の
期
間
は
休
止
と
な
り
ま
す
。

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
県
柳
川
総
合
庁
舎
）

８
月
４
日
㈮
～
８
月
16
日
㈬

（
県
八
女
総
合
庁
舎
）

８
月
８
日
㈫
～
８
月
20
日
㈰

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

は
、
し
尿
処
理
の
副
産
物
か
ら

作
っ
た
肥
料
「
八
女
大
地
」
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
農
業
に
は
も

ち
ろ
ん
、
家
庭
菜
園
等
の
土
作

り
に
も
最
適
で
す
。
１
袋
（
10

キ
ロ
入
）
40
円
で
、
１
袋
か
ら
販

売
し
ま
す
。
た
だ
し
、
配
達
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
直
接
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
試

供
品
を
ご
希
望
の
人
は
、
八
女

市
役
所
環
境
課
お
よ
び
各
支
所

【
お
願
い
】

　

引
き
取
り
業
務
は
事
前
に
予

約
を
受
け
付
け
た
上
で
、
有
料

で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
、

電
話
で
引
き
取
り
申
し
込
み（
予

約
）
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４

４
・
７
２
・
２
１
６
３
）

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

肥
料
「
八
女
大
地
」
の
販
売

と
試
供
品
配
付

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の

引
き
取
り
業
務
に
つ
い
て

　　　　八女市の防災情
報は FM 八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
☆問い合わせ＝秘書広報課
　　（☎ 23・1110）

聞こえる安心
防災ラジオ
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予約

無料法律相談
◦ 8 月17 日㈭ 、9 月7 日㈭／ 相談　
　13:00 ～ 16:00 ／場所・法務局八女
　支局（収入等一定額以下等の条件
　あり）※予約・法テラス福岡
　☎ 050・3383・5502
 ◦ 8 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦8月25日㈮ 13:30～16:00／地域福祉
　センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦ 8 月18 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦8月10日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画・生涯学習課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦8月21日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦8月4日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦8月9日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦8月18日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦8月3日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦8月8日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦8月2日㈬ 、16日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦8月7日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦8月1日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦8月9日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦8月18日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦8月2日㈬、16日㈬ 、30日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館

◦ 8月2日㈬ 、16日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦8月9日㈬、23日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦8月9日㈬、23日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
経営支援相談会
◦ 8月21日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女商

工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦8月22日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦8月10日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦8月18日㈮・22日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦8月22日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦8月10日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦8月24日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月
第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1～第4月曜日 14:30 ～16:00 ／南筑

後保健福祉環境事務所分庁舎（八女
総合庁舎）※予約☎0944・72・2176

性感染症検査　　と相談（無料）
◦ 毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保

健福祉環境事務所分庁舎（八女総
合庁舎）※予約☎0944・72・2812

弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
◦ 毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所

第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦ 8月15日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市

消費生活センター※予約 ☎23・1183

教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
交通事故相談
◦         平日9:15 ～ 17:00 ／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話

（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 17:00 ／
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年
金担保相談
◦ 平日18:00 ～ 20:00 ／県青年司法書

士協議会（☎092・724・9505）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本所内）　  ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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おたんじょうびおめでとう

1歳おめでとう♡にこにこ
笑顔が大好きだよ！お兄
ちゃんたちと仲良くネ♡

１歳おめでとう。これから
も明るく元気に育ってね。

優しい心、夏の輝きを持っ
ている女の子になってね。

1歳おめでとう♡たくさん遊
んで食べて笑って大～きく
なぁれ！

１歳の誕生おめでとう！こ
れからも笑顔いっぱいの悠
でいてね♡

たくさん遊んで、たくさん
食べて、元気にスクスクと
育ってね。

おめでとう♡これからもお
兄ちゃんと仲良くね！昇陽
大好き♡♡♡

お誕生日おめでとう。みん
なに愛される子になって
ね。

せな君♡笑顔いっぱい優し
く元気に育ってね♡

周りを笑顔にするゆいとく
ん。これからもみんなに笑
顔を届けてね♡

祝1歳★これからもニコニ
コ笑顔でお姉ちゃんと仲良
く遊んでね♡

丸山 夏
な つ め

芽ちゃん 小森 あさ陽
ひ

ちゃん

佐々木 心
こ こ な

夏ちゃん

繁山 心
こ は る

遥ちゃん

栗原 悠
ゆう

ちゃん

平城 重
し げ き

希ちゃん

坂本 昇
しょうよう

陽ちゃん 吉田 大
だ い あ

晄ちゃん

松本 惺
せ な

成ちゃん

黒原 結
ゆ い と

斗ちゃん

松延 ひま莉
り

ちゃん

H28年8月18日生（立花町） H28年8月19日生（矢部村）

H28年8月2日生（馬場）

H28年8月22日生（室岡）

H28年8月4日生（矢部村）

H28年8月22日生（龍ヶ原）

H28年8月6日生（馬場） H28年8月12日生（黒木町）

H28年8月15日生（黒木町）

H28年8月9日生（上吉田）

H28年8月18日生（宮野）

祝１歳！！いつも活発な喜
一君♡笑顔いっぱい元気に
育ってね。大好き☆

近藤 喜
き い ち

一ちゃん

H28年8月7日生（室岡）

お誕生日おめでとう♡星野・
忠見のおじいちゃん、おば
あちゃん大好き！

1歳おめでとう！！いつも笑
顔でみんなを癒やしてくれ
てありがとう♡

1歳のお誕生日おめでとう
♡4姉兄仲良くね♡

祝1歳☆毎日ニコニコ笑顔
をありがとう♡元気に大き
くなってね！

井上 裕
ゆ う や

也ちゃん 中村 瑠
る か

華ちゃん尾畑 かりんちゃん 坂口 蒼
あ お い

依ちゃん

H28年8月27日生（宮野） H28年8月28日生（黒木町）H28年8月25日生（黒木町） H28年8月26日生（北山）

1歳おめでとう♡お姉ちゃ
んと仲良く元気に大きく
なってね♡

山口 晴
は る と

人ちゃん

H28年8月30日生（宅間田）

　

平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
星
野

村
の
「
広
内
・
上
原
地
区
の
棚

田
」
で
7
月
1
日
㈯
、
田
植
え
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
豪
雨
を

き
っ
か
け
に
発
足
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
」

や
地
元
農
家
約
15
人
に
よ
る
「
棚

田
保
存
実
行
委
員
会
」
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
「
広
内
・

上
原
地
区
の
棚
田
」
は
、
約
12
㌶

に
４
２
５
枚
、
１
３
７
段
に
連
な

る
「
日
本
棚
田
百
選
」
に
も
選
ば

れ
て
い
る
ス
ポ
ッ
ト
。
豪
雨
で
一

部
が
崩
壊
し
、
水
路
の
損
壊
で
3

枚
し
か
田
植
え
で
き
な
い
状
況
で

し
た
が
、
今
年
、
水
路
や
取
水
施

設
が
復
旧
し
、
本
格
的
に
棚
田
に

水
を
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
星
野
村
の
復
旧
に
取
り
組
ん

で
き
た
長
崎
県
立
大
学
の
学
生

た
ち
約
30
人
が
参
加
。
同
大
学

2
年
の
松
岡
康
平
さ
ん
は
、「
2

月
に
も
復
旧
作
業
、
草
刈
り
を

手
伝
い
ま
し
た
が
、
こ
う
や
っ
て

水
を
張
り
田
植
え
が
で
き
る
の
は

感
慨
深
い
。
以
前
の
よ
う
に
美
し

い
棚
田
の
景
色
を
取
り
戻
せ
た

ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
が
ん
ば
り
よ
る

よ
星
野
村
」
の
理
事
長 

山
口
聖
一

さ
ん
は
、「
4
年
前
に
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ

Ａ
）
長
崎
佐
世
保
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
復
旧
の
手
伝
い
を
し
た

い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
と
も
に

作
業
を
し
て
き
ま
し
た
。
市
の
潅

漑
工
事
、
地
元
の
保
存
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
、
様
々
な

支
援
に
よ
り
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け

ま
し
た
。
先
人
が
造
り
上
げ
た
こ

の
美
し
い
棚
田
を
少
し
ず
つ
元
の

姿
に
戻
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

6 月26日には星野小 5 年生の
児童たちが田植えを行いました

美
し
い
棚
田
を
再
び

トピックス

星
野
村
の
「
広
内
・
上
原
地
区
の
棚
田
」
で
田
植
え

満1歳のお子さまの写真を募
集しています（ただし、市内
に住民登録があるか実際に
住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメ
ント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の7日までに直接
お持ちいただくか、郵送でお
申し込みください。応募多数
の場合は先着順となります。
◦申し込み＝秘書広報課秘
書広報係（☎23・1110）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

▼
外
国
人
技
能
実
習
生
と
の
交

流
会
で
、
彼
ら
の
半
数
以
上
が

未
成
年
だ
と
聞
き
ま
し
た
。「
少

年
よ
大
志
を
抱
け
」
の
言
葉
を

贈
る
と
と
も
に
、
八
女
を
日
本

の
故
郷
と
し
て
大
き
く
羽
ば
た

い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。（
Ｔ・Ｓ
）

▼
朝
倉
市
の
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
き
ま
し
た
。家
屋
に

流
入
し
た
土
砂
の
撤
去
、家
財
道

具
の
搬
出
作
業
を
し
な
が
ら
、想

像
を
超
え
る
被
害
の
大
き
さ
に

今
後
様
々
な
分
野
の
支
援
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
星
野
村
の
山
里
に
、
今
年
も

こ
っ
ぱ
げ
面
の
鬼
さ
ん
と
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。
５
年
前
の
災
禍
を

乗
り
越
え
て
の
今
。
被
災
地
に

も
一
日
も
早
い
平
穏
な
日
々
が

戻
り
ま
す
よ
う
に
（
Ｋ
・
Ｓ
）


